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光干渉断層計を用いた糖尿病網膜症の
後極部網膜厚測定
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【はじめに】糖尿病では自律神経障害および血流障
害などにより勃起不全electile　dysfunction（ED）
を訴えることが多い．しかし従来は適当な治療法が
少なく，一般的治療の対象とならなかったため詳細
な調査は少なかった．最近sildenafilの発売もあり，
EDの改善はQOLの向上を促すと考えられるよう
になってきた．そこで男性糖尿病患者のEDおよび
性欲に関する調査を行った．
【対象および方法】糖尿病患者215名（年齢63．1±
10．0，罹病期間10．9±8．8年）に対しアンケート方
式にて調査した．アンケートは主治医が趣旨を説明
した上で手渡し，回答は郵送にて行った．23名が無
記名であったが残りはすべて記名されていた．調査
内容は糖尿病性神経障害（知覚神経，自律神経症状）
に関する質問とEDに関する質問からなっている．
【結果】糖尿病性神経障害症状では下肢の冷感，火
照り感，腓返りなどの知覚異常や起立性低血圧，消
化管運動障害などの自律神経障害症状は年齢，罹病
期間に応じて増加した．EDに関しては性欲が有る
とする者が145名であるが，勃起不全を呈する者は
141名であり，いつでも勃起は十分であるとした者
は19名に過ぎなかった．また勃起不全に関し「それ
も人生」と受け入れている者が126名であるが，
「人生の重大事」と受け取っている者は66名であっ
た．実際に何らかの手段が有れば試みたいとする者
は75名であった．また，sidenafi1について必要な
いとしたものは106名であるが，一一方，可能で有れ
ば試みたいとした者も96名いた．
【考案】性欲が全くない患者が70名いたが，この多
くは勃起不全があるために性欲が低下した患者も多
い．また性欲があっても勃起不全を訴える患者多い．
そしてこれらの多くが勃起不全に対する治療を希望
していた．今後患者のQOLの観点からも積極的に
勃起不全への対応を考慮すべきと考える．
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【目的】糖尿病患者では正常者と比較し網膜症の有
無を問わず網膜厚が増加する事は以前より知られて
いるがどのように厚くなるかは検討が十分に行われ
ていない．今回の研究では光干渉断層計（OCT）
のradial　lineを用いて，後極部の網膜厚を比較検
討した．
【対象と方法】正常者6例10眼と糖尿病患者22例
38眼（網膜症の無いもの13眼，単純網膜症10眼，
網膜光凝固未施行の前増殖網膜症8眼及び増殖網膜
症7眼）である．各眼の後極部をOCTのradial
lineを用いて測定した．
【結果】正常眼では中心窩の網膜厚は184．3±30．8
μmmとなり，黄斑周囲部では鼻側248．8±21．2
μmm，上方245．7±14．8μmm，骨油227．7±23．6
μmm，下方252．5±19．1μmmとなった．これらと
糖尿病患者の網膜厚を比較すると網膜症の無いも
の，単純網膜症，前増殖網膜症では各々の測定部位
で有意差はなかった．増殖網膜症では中心窩，鼻側，
耳側の網膜厚が有意に厚くなった．増殖網膜症で鼻
側と耳側の厚みを比較した場合には有意差は無かっ
た．
【考察】正常眼と糖尿病眼を比べた結果，単純～前
増殖網膜症では網膜厚の変化は少なく，増殖網膜症
で有意な増加がみられた．また，増殖網膜症では中
心窩を基準に横軸の網膜が厚くなった．
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